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概要 日本酒ゴーアラウンドは，日本酒卍固めが中心になって 10月 1日の「日本酒の日」に開催しているはしご
酒イベントである．このイベントには多くの飲食店が参加するために，参加者は事前に公開される飲食店と酒蔵
に関する情報を閲覧して巡回プランを作成しておき，当日はその時の状況に合わせてプランを修正しながら飲食
店を巡回する必要がある．本稿では，NGA 2015に参加する飲食店と酒蔵に関する事前の情報収集とイベント当
日の回遊行動を支援するために作成したシステムである NGAナビについて紹介すると共に，実際に 2015年 9月
24日からイベント当日の 10月 1日までの 8日間運用して収集した利用履歴を情報閲覧と回遊行動の観点から分
析した結果について報告する．さらに，作成したシステムと収集したデータの妥当性や問題点について考察する．
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1 はじめに
「日本酒ゴーアラウンド」は，知名度が低かった 10

月 1日の「日本酒の日」を広め，日本酒の楽しさを伝え

るために，大阪の「日本酒卍固め」1が 2008年に開始し

たはしご酒イベントである．当初は大阪だけだったが，

2015年は札幌・東京・京都・大阪・広島・福岡の 6カ所

で同時開催され，122軒が参加した．

日本酒ゴーアラウンドでは，参加飲食店は特定の酒蔵

とペアを組む．参加者は，日本酒啓蒙のためのゆるキャ

ラ「さかずきん」のバッジを参加証として事前購入し，

当日はそのバッジをつけて周囲に「日本酒の日」である

ことをアピールしながら飲み歩くと，各飲食店では 1杯

の日本酒が無料でサービスされ，このイベントのために

用意された日本酒や料理を味わうことができる．

このイベントが誕生した大阪では，参加飲食店数は 48

軒と多く，北区，福島区，都島区，中央区，天王寺区，

浪速区と広範囲に渡って分布しており，さらに飲食店に

よって営業時間や営業形態，提供されるお酒や料理など

が大きく異なるので，参加者は事前に公開される飲食店

と酒蔵に関する情報に基づいて訪問したい店を選択し

て，それらの巡回プランを作成しておき，当日は予想滞

在時間と実滞在時間の差や混雑度合いなど，その時の状

況に合わせて巡回プランを修正しながら行動する必要が

ある．さらに，飲食店が未訪問の場合は，その飲食店の

位置や最適な経路も調べなければならない．

そこで，大阪と札幌の二つの地域に対して，日本酒

ゴーアラウンドに参加する飲食店と酒蔵に関する事前の

情報収集と当日の回遊行動を支援するNGAナビを作成
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して，2015年 9月 24日からイベント当日の 10月 1日

までの 8日間運用して，その利用履歴を収集した．

本稿では，NGAナビについて紹介すると共に，この

システム運用によって得られた利用履歴を，特に情報収

集と回遊行動という二つの観点から分析した結果につい

て報告する．さらに，これらの分析結果に基づいて，今

回作成したシステムと収集した利用履歴データの妥当性

や問題点について考察する．

2 関連研究
本研究の目標は事前の情報収集と当日の回遊行動の両

方を支援するシステムの実現であるが，今年は最初の実

績を作るためにシンプルなシステムを作成した．しかし，

今後の研究の展開を考えると，以下のような技術要件が

必要となる．

まず，仮想的な情報空間における情報収集と，距離や

時間などの物理的制約を受ける実空間における回遊行動

は同じではないが，互いに関連していることから，情報

収集時のユーザの利用履歴を分析した結果を変換し，回

遊行動の支援に利用することを目指す．その点において

Web利用マイニング技術 [1]を，実空間の物理的制約を

含めて扱えるように拡張する必要がある．

次に，当日の回遊行動を把握するためにGPSやWi-Fi

を使って測位できるスマートフォンの利用を前提とする．

例えば，Hemminkiらの研究 [2]ではスマートフォンを

使って細い粒度で位置情報を収集しているが，Webで

利用するサービスとして実現した場合には基本的にアク

セスした時点の荒い粒度の位置情報しか収集できない．

そこで，はしご酒イベントでは回遊する飲食店の位置や

特性が既知であることと，事前の情報収集履歴や関連情

報を着目した回遊行動推定技術を確立する必要がある．
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図 1: 閲覧モード

最後に，本システムでは飲食店の混雑状況を推定する

ために，現実世界の状況を知る手段を持たねばならない

が，個々のユーザの利用履歴の分析だけでは実現は難し

い．すでに各店舗のWebサイト，Twitter，Facebookと

連携する目的で収集しているアカウント名や URLを利

用して，例えば Sakakiらの Twitterをソーシャルセン

サとして用いた研究 [3]のように，ソーシャルメディア

の情報を分析して推定することを検討している．

3 NGAナビと履歴

3.1 NGAナビ
NGA ナビは，単一コードでパソコンからスマート

フォンまでサポートできるように，本体を Python 2.7，

ユーザインタフェースをHTML 5と JavaScript，CSS，

Google Maps JavaScript APIで記述し，OS X 10.9.5上

でApache 2.2.29とmod wsgi 4.4.11を使って運用した．

ユーザ登録しなくてもクライアントを区別できるよう

に，アクセス時にはHTTP Cookieのクライアント識別

子の有無を確認し，付与されていない場合に一意な識別

子を生成して割り当てる．

ユーザのアクセス位置と誤差は，HTML5のGeoloca-

tion APIを使って取得した．精度向上のために enable-

HighAccuracyは trueに，測位にGPSとWi-Fiの両方

が利用できない場合のレスポンス悪化を回避するために

timeoutは 10秒にした．

図 1に，NGAナビの 7種類の情報閲覧モードを示す．

IXモードは目次で，RL，RM，RIモードはそれぞれ飲

食店のリスト，地図，情報を，BL，BM，BIモードは

それぞれ酒蔵のリスト，地図，情報を表示する．飲食店

情報と酒蔵情報は完全に分離しているわけではなく，他

方の情報の一部も同時に表示され，また飲食店名・酒蔵

名をクリックすれば他方に切り替わる．

IXモードから他のモードに移行するリンクはJavaScript

を使用して，ユーザの位置情報を取得してから各種パラ

メータと一緒にHTTP POSTで渡す．つまり，JavaScript

を解釈しない一般的なWebロボットは他のモードに移

行できず，JavaScriptを解釈する高機能なWebロボッ

トは robots.txtでアクセスを禁止して影響を排除した．

飲食店情報に関する RL，RM，RI モードの画面を，

図 2に示す．RL，RMモードでは，開催地，時刻，座席，

喫煙・禁煙，冷や・燗酒などの条件で絞り込むことがで

きる．位置情報が有効ならば，RLモードでは飲食店を

近い順にソートし，RMモードでは現在位置が青い点と

して表示される．さらに，RIモードでは近隣飲食店の

訪問を促進するために，1km以内の飲食店を最大 5件

表示した．目指す飲食店の経路検索は，Google Mapsを

公共交通機関を指定して呼び出して対処した．

3.2 履歴の記録
クライアントアクセス時には，クライアント識別子，

情報閲覧モード，アクセス時刻，IPアドレス，ユーザ

エージェント，緯度・経度，位置の精度，飲食店・酒蔵の

検索条件，飲食店・酒蔵の情報 IDを JSON形式で記録

した．なお，情報閲覧，公式ブログや，飲食店と酒蔵の

Webページ，Twitter，Facebook，食べログなどのリン

クを多数埋め込んでいるが，今回はそれらは監視対象に

はしていない．

4 分析

4.1 システム利用状況の分析
本システムは 8月 31日に限定公開し，参加飲食店によ

る試用やデータ登録・修正をある程度終えてから，2015

年 9月 24日 15時に公式ページで告知を開始した．2015

年 9月 24日からイベント当日の 10月 1日までの 8日

間のアクセス数は 30,734回，クライアント識別子数は

4,005である．

図 3に，8日間のアクセス数の時間変動を示す．横軸

が集計時間帯，縦軸がアクセス数である．この結果から，

イベント前日の 9月 30日は昼から深夜に掛けてアクセ

ス数が顕著に増加していることがわかる．イベント当日

の 10月 1日の開催時間は 12:00から 24:00までだが，前

日までと比較すると顕著にアクセス数が増大し，開始時

刻の 12時台に最大のピークがあり，次に終業時刻直前

の 16時台に第 2のピークがある．なお，9月 28日の 7

時台と 12時台のピークは，「おはよう朝日です」でこの

イベントについて放送された影響である．

次に，利用ユーザ数を分析する．本稿では，あるクライ

アント識別子で 2回以上アクセスし，IXモード以外への

アクセスがあった場合に，HTTP Cookieや JavaScript

を正しく処理できるWebブラウザを人間が操作してい

るとみなして，ユーザと呼ぶ．ただし，同一ユーザがパ

ソコンと iPhoneを使った場合には，別のユーザとして

扱われることに注意する必要がある．8日間のユーザ数

は 1,900ユーザであり，図 4にユーザ数の時間変動を示

す．横軸が集計時間帯，縦軸がユーザ数である．図 3と
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(a) RLモード (b) RMモード (c) RIモード

図 2: NGAナビの飲食店情報画面

図 3: アクセス数の時間変動

比較すると，開始直後の 12時台では 1人当たりのアク

セス回数が多く，18時台では参加しているユーザ数が

多いと推測できる．

参考のために，札幌・大阪地区でイベント営業してい

る飲食店数の時間変動を，図 5に示す．大阪は昼から営

業したが，札幌は夕方から営業したなどの地域による違

いはあるが，12時頃のピークを除けば，イベント当日

のユーザ数の変動曲線と形状が類似している．

4.2 情報閲覧モードの分析
システム利用が顕著に多かったイベント前日（9月 30

日）と当日（10 月 1日）に絞って，ユーザが図 2のど

のモードを利用したかを調べる．情報閲覧モードの利用

頻度を表 1に，1時間ごとの利用頻度の積み重ね折れ線

グラフを図 6に示す．横軸が集計時間帯，縦軸が各情報

閲覧モードのアクセス数の積み重ねである．この結果か

ら，飲食店情報の閲覧（RIモード）が全体の半分近くを

占めており，イベント当日は飲食店地図（RMモード）

の利用率は明確に増加しているが，逆に回遊行動に直接

図 4: ユーザ数の時間変動

関係しない酒蔵情報の利用率は減少している．

4.3 利用デバイスの分析
情報収集や回遊行動時にユーザがどのようなデバイス

を利用しているかを知るために，イベント前日と当日の

デバイスの利用状況の積み重ね折れ線グラフを図 7に示

す．横軸が集計時間帯，縦軸が各機器のアクセス数の積

み重ねである．なお，デバイスの種類は，ユーザエージェ

ント名に “iPhone”, “iPad”, “Android”, “Macintosh”,

“Windows NT”の文字が含まれているかで判定した．こ

の結果から，イベント前日と当日は利用デバイスの種類

が変化していることがわかる．例えば，前日はAndroid

が 20.4%，iPhoneが 32.4%に対してWindowsは 40%と

多いが，イベント当日は Androidと iPhoneが逆転し，

特に 18時以降の 6時間はAndroidが 27.0%，iPhoneが

59.0%に対してWindowsは 3.3%に大幅に減少している．

つまり，情報収集段階でパソコンを使うが，回遊中はモ

バイルデバイスに切り替えているユーザが多いと思わ

れる．さらに，本稿で提案したユーザに限定したことで
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図 5: 飲食店数の時間変動

表 1: モードの利用頻度

モード 9/30 10/10

IX 931 (18.9%) 2099 (16.5%)

RL 939 (19.0%) 2805 (22.0%)

RM 332 (6.7%) 1790 (14.0%)

RI 2291 (46.5%) 5477 (43.0%)

BL 204 (4.1%) 295 (2.3%)

BM 16 (0.3%) 33 (0.3%)

BI 217 (4.4%) 242 (1.9%)

Webロボットの影響を排除できていることがわかる．

4.4 位置情報の分析
まず，イベント当日に Android または iPhone ユー

ザが，どの程度位置情報を付与していたのかを調べた．

その結果，iPhone の場合は 449 ユーザ中 187 ユーザ

（41.7%），Android の場合は 307 ユーザ中 59 ユーザ

（19.2%），合わせると 756ユーザ中 246ユーザ（32.54%）

であった．位置情報を付与したユーザの割合が少ないが，

位置情報を有効にする利点がユーザに正しく理解されて

いなかったこと，HTML5のGeolocation APIを呼び出

した場合に 2回表示される位置取得許可のダイアログで

拒否しているユーザが多かったことが考えられる．

次に，位置情報を付与したAndroidまたは iPhoneユー

ザのアクセス数の分布を，両対数グラフにプロットして

図 8に示す．横軸はアクセス数（f），縦軸はそのアク

セス数以上である累積分布関数 P (≥ f)の値である．例

えば，5回以上アクセスしたユーザは全体の 57.5%，10

回以上アクセスしたユーザは全体の 29.8%であった．

さらに，ユーザと情報閲覧した飲食店またはユーザに

最も近い飲食店の間の距離の変化を分析する．図 9に，

Androidまたは iPhoneユーザのアクセス時刻と距離の

分布を示す．横軸はアクセス時刻，縦軸は距離である．

図 9aから，イベント開催直後は，右斜め上に向かう直

線状の分布で表されるように近い順に表示される検索結

(a) 9月 30日

(b) 10月 1日

図 6: 情報閲覧モードの時間変動

果を順番に閲覧しているユーザが見られるが，18時以

降は近い少数の飲食店に絞って閲覧している傾向がわか

る．図 9bから，8時頃から 18時頃までは，水平の直線

状の分布で示される同一場所からの集中的なアクセスが

見られるが，18時以降は飲食店の近傍からアクセスし

ている傾向がある．なお，検索した飲食店から 100m以

内のアクセスは 12時以降から始まり，18時以降になる

と飲食店との距離が全体的に短くなる傾向がある．

実際にどこからアクセスしているかを調べるために，

誤差が 100m以内のAndroidまたは iPhoneユーザから

の大阪周辺のイベント当日のアクセス位置を，Yahoo!

Open Local Platform2 を使ってヒートマップとして可

視化した結果を図 10に示す．なお，赤い丸印は飲食店

の位置である．この結果を見ると，大阪中心部では飲食

店内またはその周辺におけるアクセスが多いが，中心部

から離れると飲食店酒辺からのアクセスがほとんどない

地域もあるなど，偏りがあることがわかる．

4.5 情報閲覧の分析
次に，イベント前日と当日の各飲食店の情報を閲覧し

たユーザ数を調べた．

飲食店ごとの閲覧ユーザ数を，図 11に示す．横軸は

各飲食店をイベント当日の閲覧数で順位付けした順位で

2http://developer.yahoo.co.jp/webapi/map/
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(a) 9月 30日

(b) 10月 1日

図 7: デバイス利用状況の時間変動

あり，縦軸は 1日の閲覧数である．なお，48位までは

大阪，49位以下は札幌の飲食店と明確に分離していた．

イベント前日と当日の閲覧ユーザ数の相関係数は 0.728

であり，中程度の相関があった．

そこで，分析対象をユーザが活発な大阪に限定して，

回遊行動を反映しているイベント当日の閲覧数 y を目

的変数，事前の情報収集時の人気度を反映しているイ

ベント前日の閲覧数 x1，1km以内に存在する飲食店数

x2，営業時間 x4，営業時間中の営業飲食店数の平均値

x4 を説明変数として，Rを使ってステップワイズ法で

重回帰分析した．この結果，表 2に示す結果が得られ，

図 8: 位置情報付与ユーザのアクセス数の分布

(a) ユーザと閲覧飲食店間

(b) ユーザと最近傍飲食店間

図 9: 距離の時間変動

表 2: 重回帰分析の結果

回帰係数 標準誤差 t値 p値

定数項 12.2006 5.4827 2.225 0.03118

x1 1.1820 0.1701 6.949 1.21× 10−8

x2 1.6422 0.3226 5.090 6.82× 10−6

決定係数R2は 0.7015，自由度調整済みの決定係数R∗2

は 0.6882と高い精度が得られた．また，x1，x2 共に p

値は 1%以下であり，説明変数として妥当であった．

つまり，当日の回遊行動は，事前の人気度に加えて，

近傍にすぐ行くことができるような他の飲食店が存在す

るかどうかも大きく影響し，これが図 11におけるイベ

ント前日と当日の閲覧順位の差に繋がると思われる．ま

た，営業時間を長時間化したり，他店がまだ営業してい

ない時間帯から営業することは，当日の回遊行動にあま

り影響を与えていないことがわかった．

5 考察
システムへのアクセス履歴は事前の情報閲覧と当日の

回遊行動を反映していると仮定して，イベント前日と当

日に分けて分析した結果，情報閲覧時と回遊行動時では

アクセスパターンや，利用デバイス，位置関係に固有の

特徴が現れることがわかった．ただし，平日開催という
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図 10: ヒートマップ (10月 1日)

図 11: 飲食店情報の閲覧ユーザ数

こともあり夕方の勤務修了後に回遊しているユーザも多

く，詳細な分析のためには情報閲覧と回遊行動の分離が

必要である．

位置情報に関しては，イベント中は GPSを備えたス

マートフォンの使用率が高くなるが，位置取得を拒否し

ているユーザの割合が大きかった．また，回遊行動時に

はある飲食店に滞在中に次の飲食店情報を閲覧すると

仮定したが，実際には店外からと思われるアクセスが多

く，当初計画していた離散的な位置情報からの回遊行動

の推定は困難であることがわかった．そこで，位置情報

付与率を増加させるようなシステム改良と，店舗訪問の

有無をユーザ本人に入力してもらうチェックイン機能と

の組み合わせを検討している．

また，情報閲覧と回遊行動の関係を分析した結果，当

日の回遊行動は事前の人気度に加えて，飲食店の地理的

関係も影響していた．この結果は，事前の情報閲覧の履

歴を使って当日の回遊行動を支援できることを示唆する

と共に，ユーザの嗜好に合っているが地理的に離れてい

る飲食店への適切な誘導が必要になる．

飲食店やユーザから混雑状況推定の要望があったが，

今回はシステム利用が飲食店数の開店よりもかなり早い

ペースで増加していることが混雑に結びついてることは

把握できた程度であり，より詳しく実世界の状況を把握

するためには，ソーシャルメディア分析などの他の手法

との組み合わせが必要である．

6 おわりに
本稿では NGA 2015のために運用した NGAナビの

利用履歴について分析した結果，事前の情報収集と当日

の回遊行動を示す特徴を確認できることを示すと共に，

位置情報に関して位置情報付与率の増加と店舗訪問の確

実な把握などの課題があることを明らかにした．

イベントの開催日である 10月 1日からの経過時間が

少ないこともあり，本稿では作成したシステムと収集し

たデータの妥当性を立証するための分析と，今年度のシ

ステムが抱える問題点の洗い出しに重点を置いたが，今

後は，データのさらに詳細な分析を進める予定である．

来年の 10月 1日は土曜日であることから今年度以上

の参加者が見込まれると同時に，昼から回遊行動を開始

できることで長時間の回遊履歴を収集できると思われ

る．今年は着実な実績を作るために，安定性を重視して

機能を絞り込んだシステムを設計・開発したが，研究用

のデータ収集のための条件が整った来年に向けて，目標

とする事前の情報収集と当日の回遊行動の両方を支援す

るシステムの実現に必要とされる技術要件を盛り込んだ

次期システムの検討をおこなう予定である．
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